
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３月の主な行事 

六ヶ所村立尾駮小学校 
令和５年度第９号 

令和６年２月９日（金） 

TEL 72-2016 

大リーガー大谷翔平選手のグローブが届きました！ 
 
子供たちが心待ちにしていた大谷選手のグローブが冬休み中に届き、３

学期の始業式で紹介しました。本校職員で野球が一番うまい?!向中野先生

が壇上で段ボール箱からグローブを一つずつ取り出すと、子供たちから拍

手と歓声が上がりました。 

メジャーリーグで活躍するという夢を叶え、進化を 

続ける大谷選手のように、子供たちも「夢」を持ち、 

それに向かって一歩ずつ成長していくことを願ってい 

ます。 

このグローブが、その後押しをしてくれることでしょう。 

４ 月 読み聞かせ(森のくまさん) 

５ 火 
委員会活動(３～６年、最終) 

（３～６年は６時間授業） 

６ 水 給食ミニ指導(３・４年) 

８ 金 ６年生を送る会 

１２ 火 
式場準備(６校時 ５年) 

（５年生以外は５時間授業） 

１３ 水 給食ミニ指導(１・２年) 

１５ 金 卒業式予行(１・２校時) 

１９ 火 

第１０６回卒業証書授与式 

（４～６年参加/１～３年休業） 

下校 11:15 バス 11:30 

２０ 水 休業日(春分の日) 

２５ 月 修了式代表者練習 

２６ 火 
修了式・離任式 下校 11:25 バス 11:40 

（全校４時間授業、給食なし） 

 

『６年生を送る会』参観のご案内 
ここ数年、新型コロナの影響で縦割り班ごとに行ってきましたが、

今年は５年ぶりに講堂で全校児童が集まって開催できそうです。保

護者の皆様にも、子供たちの頑張っている様子、そして、最高学年と

して頑張ってきた 6 年生の姿をご覧いただきたく、ご案内申し上げま

す。ご来場の際は講堂玄関からお入りください。 

１ 日   時  ３月８日（金）９：１５～１０：１５ 

２ 場   所  尾駮小学校講堂 

３ プログラム ①６年生入場    ⑤６年生へのプレゼント(各学年) 

          ②はじめの言葉   ⑥６年生お礼の言葉 

          ③在校生代表挨拶 ⑦終わりの言葉 

          ④ゲーム        ⑧６年生退場 

５・６年 土器作品が完成 1/31 

尾駮小ジャージについてのご意見を！ 

先日、ＰＴＡ総務委員会で尾駮小ジャージの在り方につ

いて話題に出されました。昔と違って子供たちが日常的に

尾駮小ジャージを着ることは少なくなってきているようで

す。学校での着用場面は、各種行事（運動会・マラソン記

録会・宿泊学習・陸上記録会・体力テスト）、校外学習など

で、児童を掌握することや集団としてのまとまりを示す目

的で着用しています。 

保護者の皆様のご意見を、右の 

ＱＲコードからお寄せください。参観 

日（２２日）の懇談会でも話題にし 

たいと思います。 

尾駮地区いきいきサロン様より雑巾 300枚を寄付していただきました。ありがとうございます。２／７ 

 

 

この３つのグローブは学校への寄付となります。 

それ以上に私はこのグローブが、私たちの次の
世代に夢を与え、勇気づけるためのシンボルとな
ることを望んでいます。それは、野球こそが、私が

充実した人生を送る機会を与えてくれたスポーツ
だからです。  

このグローブを学校でお互いに共有し、野球を
楽しんでもらうために、私からのこの個人的なメッ

セージを学校の子どもたちに伝えていただければ
幸いです。  

この機会に、グローブの寄贈をさせていただけ
ることに感謝いたします。貴校の益々のご発展をお

祈り申し上げます。 

  

野球しようぜ。 

  

大谷翔平 

国際理解教室（韓国・ドイツ） 1/29 

大谷選手の手紙 

今年度２回目の国際理解教室が行われました。今回は３学年ずつに

分かれてドイツと韓国についてそれぞれ学びました。 

ドイツの学習は新任のホーマン・イエンス先生の初めての授業でし

た。ドイツの言葉や食べ物などをスクリーンに映し出して紹介してくださ

いました。ドイツの小学校は４年生で終わることなど、日本との違いに子

供たちは驚いていました。韓国の学習はシン・ハウン先生の２回目の授

業でした。今回は体育館に集まって伝統舞踊から最近の K-pop ダンス

まで、みんなで一緒に踊りながら楽しく学びました。 秋祭りで作った土器を、郷土館の方が素

焼きと釉薬を付けての本焼きをしてください

ました。子供たちのアイデアに、薄い青み

が加わって、より素敵な作品になりました。 

 校長 秋 戸 彩 史 

２月に入り、寒さも厳しさを増していますが、雪

かきに追われた昨年と違い、今年はグラウンドも

土が見えているほど雪が少なく、過ごしやすい

日々が続いています。 

今年の干支は「辰」。 

古来より中国で権力の 

象徴とされ、縁起の良 

い生き物とされてきま 

した。また、東京スカイ 

ツリー開業、２０００円 

札発行、青函トンネル開業、 

１９６４年東京五輪などの国家プロジェクトが始

まることが多いのも辰年の特徴です。さらに、今年

は甲辰（きのえたつ）という６０年に１度の年だそ

うです。「甲」は物事の始まりという性格があり、

「辰」は成長の年なので、これまで努力してきたこ

とが、グンと飛躍して、さらなる成長が期待できる

と言われています。 

さて、１月には能登半島地震があり、大きな被害

がありました。まだ、余震も続いています。被災さ

れた皆様及びご関係者の皆様に心よりお見舞い申

し上げるとともに、被災地の安全と一日も早い復

興を心よりお祈り申し上げます。あらためて、避難

訓練などの「命を守るための教育」の大切さや災害

時の家族との約束事などの確認の必要性について

考えさせられました。災害は、いつ、どこで、どん

な場面で起こるかわかりません。学校でも避難訓

練などで身を守る方法について指導しています

が、連絡方法や待ち合わせ場所などについて、ご家

庭でも話題にしていただければと思います。  

３学期の始業式は、コロナウイルス感染症や、イ

ンフルエンザの影響もなく、久しぶりに講堂で行

うことができました。対面で実施でき、集まった子

供たちの元気な顔を見ることができ大変嬉しく思

いました。 

式では、「一日一日の体や頭の成長は自分ではな

かなか気がつきませんが、毎日毎日の努力が自分

をつくっていく」こと。「努力する自分になってほ

しい」こと。「自分で立てためあてや計画の実行に、

３学期も努力してほしい」ことなどを話しました。 

あと２ヶ月足らずで今年度も終わり、子供たち

は進学・進級します。授業では意欲と集中力、 家

庭学習では継続力の有無が、学習内容の定着に大

きく影響します。学習したことはその学年のうち

にしっかり身に付け、やるべきことを成し遂げた

満足感と、多くの自信を 

もって新しい学年に進 

んでほしいと願ってい 

ます。  

子供たちの健やかな 

成長に向け、共通理解を 

図りながら、教育活動を 

進めて参ります。本年も、どうぞよろしくお願いい

たします。 

第 4回避難訓練（地震・原子力災害） 1/19 

能登半島地震の報道は子供た

ちも知っていて、いつにも増して

真剣な表情で訓練に取り組んで

いる子が多かったです。訓練の感

想発表では 5 年鳥谷部悠生さん

が「下の学年のお手本になれるよ

うに頑張ります。」と、来年度最高

学年になる意気込みを発表して

いました。 


